
２日（土）畑遊び講座 

１８日（月）おとな食堂 

２３日（土）歴史講座 

２９日（金）色鉛筆講座 

 

 

 

 

       

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

２８日（土）畑遊び講座 

３０日（月）おとな食堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

〒949-0534  糸魚川市和泉３５５－３ メール nechiko@bz04.plala.or.jp 

 

 

 

                 

  

 

                                                                                                      

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口及び世帯数 7年 6月末現在（  ）内は前月 

糸魚川市 男 18,314( 18,351)  女 19,114( 19,120) 合計 37,428(37,471) 世帯数 16,924 (16,923) 

根  知 男    352(    354)  女     347(    348) 合計    699(   702) 世帯数    339 (   343) 

パソコン・スマホでご覧いただけます 

７月１３日（日）、根知小学校体育

館に於いて敬老会・村おこし芸能まつ

りが開催されました。今年は節目の３

０回ということで小学生をはじめ多

くの演者さんに楽しいステージを演

出していただきました。 

最後は根知盆踊り保存会さんによ

る盆踊りを皆さんと一緒に踊って盛

り上がりました。 
 

令和７年７月２５日 

    第４０８号 

TEL558-2002 

館長 吉田 雅俊 

 

 

 

 全国的にも珍しい根知のお七夕を次世代に引き継ぐ

ために公民館では女性部と根知小の児童を中心に七夕

づくりをしました。７月７日（月）には根知小児童と出

来上がった飾りを縄につけて吊るす作業をしました。８

月７日（木）まで公民館脇に飾られていますので是非ご

覧ください。 



            

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

            

 

美味しい野菜の収穫目指して楽しく畑作業

をしています。お気軽にどうぞ。 

◆と き ８月２日（土）８：００～ 

◆ところ 根知地区公民館集合 

◆持ち物 鎌、鍬、手袋、飲み物 

     長靴、作業しやすい服装 

※申込みは必要ありません。 

 

 猛暑が続いています。公民館が熱中症対策とし

て暑さを避ける市民のための一時的な休憩所と

してご利用できます。 

 ◎利用できる日 

  熱中症警戒アラートが発令されている日、も

しくはかなりの暑さが予想される日、公民館

内にエアコンをつけた部屋を用意いたしま

すのでご自由にお使いください。 

  ※目印として涼み処ののぼり旗を出します。 

  

◆と き  ８月２３日（土）１３：３０～ 

◆お 題  納涼会をしながらの語り合い 

◆申込み  ８月２０日（水）までに 

根知地区公民館へ 

      詳細もお問い合わせください。 

 

     
 

 

 

 

◆と き ８月２９日（金） 

１３：３０～１６：００ 

◆ところ 根知地区公民館 

◆講 師 田上 昇さん（土師陶房） 

◆参加費 参加費１人１００円 

◆申込み ８月２６日（火）までに公民館へ 

◆公民館お盆期間の職員不

在日について 

 
  ８月１４日（木） 

  ８月１５日（金） 

 

 上記２日間はお盆期間中につき職員不

在となり証明書の発行は出来ませんので

ご了承ください。 

※貸館については通常どおりです。 

◆と き ８月１８日（月） 

１１：００～１４：００ 

◆ところ 根知地区公民館 

◆参加費 ５００円 

◆申込み ８月１２日（火）までに 

根知地区公民館へ 

 

 

根
知
谷 

 

七
月 

毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
月
梅
雨

入
り
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ま
り
雨
が
降
っ
て
い

ま
せ
ん
。
大
雨
に
よ
り
災
害
が
起
き
る
の
も
困
り
ま
す

が
、
水
不
足
に
よ
り
田
畑
な
ど
に
影
響
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。 

空
気
も
澄
み
、
咲
い
て
い
る
夏
の
花
々
が
よ
り
一
層
美

し
い
景
色
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
七
年
も
ま
も
な
く
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
来
月
は
も
う
「
盆
の
入
り
」
で
す
。 

お
盆
に
は
、
お
墓
掃
除
や
仏
壇
の
掃
除
を
し
て
ご
先
祖

様
を
お
迎
え
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。 

ま
た
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
「
盆
踊
り
」
を
踊
り
ま
す
。

盆
踊
り
の
起
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
大
昔
の
踊
念
仏

だ
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
に
は
、
新
盆
を
迎

え
る
家
の
前
で
輪
を
作
り
踊
り
ま
し
た
。
家
人
は
踊
り

手
を
も
て
な
し
、
踊
り
手
は
頬
被
り
を
し
て
人
相
を
隠

し
、
死
者
が
生
き
返
っ
た
姿
に
扮
し
て
踊
り
ま
し
た
。

盆
の
翌
日
十
六
日
（
い
ざ
よ
い
）
の
夜
は
晴
れ
て
い
れ

ば
月
明
か
り
で
明
る
く
、
夜
通
し
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

根
知
地
区
に
お
い
て
も
八
月
十
五
日
に
予
定
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
も
、
ご
先
祖
へ
の
思
い
を
胸
に

踊
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

上
町
屋
の
花
火
も
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

暑
い
夏
が
続
き
ま
す
。
蒸
し
暑
い
夜
に
よ
る
寝
不
足
や

農
作
業
等
で
疲
れ
が
た
ま
り
、
夏
風
邪
を
ひ
い
た
り
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
早
朝
の
涼
し
い
時
間
を
利
用
し
て

の
作
業
を
す
る
等
、
健
康
に
気
を
付
け
て
元
気
に
夏
を

乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

根
知
地
区
公
民
館
長 

吉
田 

雅
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